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Honda環境宣言 ／
Honda環境・安全ビジョン

Hondaは、1960年代から積極的に環境課題の解決に取り
組んできました。1970年代には一酸化炭素、炭化水素、窒
素酸化物（NOx）の排出を減らした低公害の「CVCCエンジン」
を開発し、当時世界で最も厳しい自動車の排出ガス規制とい
われた米国マスキー法に世界で初めて適合しました。

1992年には、資材調達から設計、開発、生産、輸送、販売、
使用、廃棄段階に至る製品ライフサイクルの各段階で環境負
荷を低減するという基本姿勢を整理、明文化し、すべての環
境取り組みの指針となる「Honda環境宣言」を制定しました。
また、こうした環境取り組みをさらに進め、「存在を期待さ
れる企業」であり続けるために、2011年、「Honda環境･安
全ビジョン」を定めました。このビジョンに掲げた「自由な移
動の喜び」と「豊かで持続可能な社会」の実現に向けて、グロー
バルに展開する Hondaの各事業所では、気候変動の原因と
されている GHG 排出量やエネルギー使用量の低減をはじめ、
水資源や鉱物資源など資源の効率利用、廃棄物の適切な処
理と低減など、あらゆる環境負荷の低減に「製品」と「企業
活動」の両面から取り組んでいます。

Hondaはこの環境宣言を自社やグループ企業だけでなく、お
取引先や販売会社など Hondaに関わるすべての皆様と共有し
てともに活動していくことで、このビジョンを実現していきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　Honda 環境宣言　　　　　　　　　　　　　　　　

地球環境の保全を重要課題とする社会の責任ある一員として、
Hondaは、すべての企業活動を通じて、人の健康の維持と地球環境の
保全に積極的に寄与し、その行動において先進性を維持することを

目標として、その達成に努めます。
以下に、私たちの日々の活動にあたって従うべきガイドラインを示します。

1. 私たちは、商品の研究、開発、生産、販売、サービス、
　廃棄というライフサイクルの各段階において、材料のリサイクルと、
　資源、エネルギーの節約に努めます。

2. 私たちは、商品のライフサイクルの各段階で発生する廃棄物、
　汚染物質の最少化と適切な処理に努めます。

3. 私たちは、企業の一員として、また社会の一員として、
　人の健康の維持と地球環境の保全に努力することが重要であると認識し、
　積極的に行動することに努めます。

4. 私たちは、事業所の活動が、それぞれの地域の人たちの健康と
　環境や社会に対し及ぼす影響について認識し、
　社会から高い評価をいただけるように努めます。

　　　　　　　　　　　　　 Honda 環境・安全ビジョン　　 　　　　　　　　　　　　

「自由な移動の喜び」と「豊かで持続可能な社会」の実現

基本的な考え方
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